
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海大学 

 

教員氏名   土谷 飛鳥  

取得学位   博士 （医学） (東京大学)、公衆衛生学修士(東京大学) 

現在の身分  教授 

（役職名）    医学部附属病院高度救命救急センター次長 

専門分野   救急医学、臨床疫学、外科・IVR 

現在の研究課題  外傷疾患における包括的長期予後データベース基盤構築および 

          長期予後の記述的・探索的検証と長期予後予測モデル構築、 

             DPC 研究、ドクターヘリレジストリ構築と疫学的検証 

1. 厚生労働行政推進調査事業費補助金 地域医療基盤開発 

推進研究事業 「外傷患者に対する適切な救急医療提供体制の構築

に資する研究」(研究分担者) 課題番号: 21IA1801 研究期間: 2021

年年度〜 2023 年度 

2. 厚生労働行政推進調査事業費補助金 地域医療基盤開発推進 

研究事業 「ドクターヘリの効果的な運用と安全管理に関する研究」

(研究分担者) 課題番号: 21IA2017 研究期間: 2021年度〜2023年度 

3. 文部科学省科学研究費助成事業 基盤研究(C)「医師の病院前 

診療における網羅的文献データベース構築とエビデンス診療ギャッ

プの解明」(研究分担者) 課題番号: 21K10386 研究期間: 2021 年度

〜 2023 年度 

4. 文部科学省科学研究費助成事業 基盤研究(C)「外傷における 

包括的長期予後データベースの構築とテーラーメイド型退院後医療

の確立」(研究代表者) 課題番号: 19K10499 研究期間: 2019 年度〜

2021 年度 

5. 文部科学省科学研究費助成事業 基盤研究(C)「エビデンスに 

基づく自動体外式除細動器設置戦略に向けた医療過疎地域の空間

疫学的分析」(研究分担者) 研究課題番号: 18K10020 研究期間: 

2018 年度〜2020 年度 

6. 厚生労働行政推進調査事業費補助金(地域医療基盤開発推進 

研究事業) 研究課題「ドクターヘリの適正利用および安全運航に関

する研究」(研究分担者) 課題番号:H30-医療-指定-004 研究期間: 

2018 年度〜2020 年度 

7. 国立病院機構多施設共同臨床研究 NHO ネットワーク共同研究 

「中等〜重症外傷におけるドクター ヘリ搬送と救急車搬送の治療成

績、QOL、費用、費用対効果の多施設共同前向きコホート研究」(研

究代表者) 課題番号:H29-NHO(多施設共同研究)-01 研究期

間:2017 年度〜2019 年度 

8. 厚生労働行政推進調査事業費補助金(地域医療基盤開発推進 

研究事業) 研究課題「ドクター ヘリの適正利用および安全運航に関

する研究」(研究分担者) 課題番号: H28-医療-指定-037 研究期間: 

2016 年度〜2017 年度 

 

 

所属学会   日本救急医学会、日本外傷学会(多施設臨床研究委員会)、日本腹部救

急医学会(評議員/ガイドライン委員会/規約委員会)、日本集中治療医学

会(日本版敗血症診療ガイドライン 2020 特別委員会/重症患者リハビリテ

ーションガイドライン委員会)、日本航空医療学会(評議員/レジストリ委員

会/効果検討委員会)、日本外科学会、日本 IVR 学会(代議員/救急・外傷

IVR 委員/ガイドライン委員/学術・教育委員)、日本臨床疫学会(Annals of 

Clinical Epidemiology 編集委員, Associate Editor)、社会医学系専門医協

会、日本集団災害医学会 日本プライマリ・ケア連合医学会 

 

 

教員紹介 
 
領域（医学部組織）  
総合診療学系救命救急医学 
 
専門分野キーワード 
救急医学、臨床疫学 
外科・IVR 
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